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研究成果の概要（和文）：研究目的に沿った共同研究を進めた結果、研究代表者の高山博・亀長洋子編『中世ヨ
ーロッパの政治的結合体：統治の諸相と比較』（東京大学出版会、2022）を得ることができた。本論集は、統治
（governance）と政治的結合体（polity）というキーワードを設定し、西洋中世の諸地域におけるその展開の比
較を試みた。その結果、①現在の大国にフォーカスする従来の研究では等閑視されがちであった北欧、東欧、南
欧、アルメニア、黒海のような辺境の意義、②教皇庁や修道会のように国境や言語圏を越えた広域ネットワーク
への機能、③統治するものと統治されるものの相互作用から生成する独特の政治文化などが確認された。

研究成果の概要（英文）：The collaborative research resulted in the book: Hiroshi TAKAYAMA, and Yoko 
KAMENAGA (ed.), Polities in Medieval Europe: Aspects and Comparison of Governances (Tokyo: The 
University of Tokyo Press, 2022). This collection of essays, which set the keywords "governance" and
 "polity," attempted to compare their development in various polities of Europe and the 
Mediterranean in the Middle Ages. As a result, the following points of discussion were confirmed: 
Frist, the socio-political significance of borderland areas such as Scandinavia, Eastern Europe, 
Southern Europe, Armenia, and the Black Sea, which have often been overlooked in previous studies 
that focus on current major powers; Second, the functions of far-reaching networks across political 
borders and linguistic regions, such as the Papacy and monastic orders; Third, unique political 
cultures that were generated from the interaction between those who govern and those who are 
governed.

研究分野：西洋中世史
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究を通じて西洋中世において多様なかたちで展開した統治システムと政治体の比較を行うための基礎的なデ
ータとアプローチのための枠組みが提示されたことにより、前近代世界における統治と政治体の比較研究を一層
進展させることが可能になった。より具体的には、本研究による手法をイスラーム世界、中央アジア、東アジ
ア、アフリカ世界など諸国家に適用することで、前近代世界全体に対して統治と国家形成の比較史を試みること
が可能である。それは、私たちが従来理解してきた世界史の枠組みを改めて問い直すことにも繋がり、研究者や
大学のみならず、一般や中等教育における世界史認識を刷新することにもつながると判断できる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



１．研究開始当初の背景 

 研究代表者は、ラテン、ギリシア、イスラムという異文化の諸要素が混交する 12世紀の

シチリア島という境域に成立したノルマン・シチリア王国の統治システムについて、長年研

究を積み重ねてきた。その成果をまとめた単著並びに専門論文では、従来、多言語多文化環

境に即し特異かつ複雑な発展を遂げたとされたノルマン・シチリア王国の行政制度が、異文

化交流を生み出す境域という現地の事情に即した実践的な制度であることを論証した。12

世紀のノルマン・シチリア王国の事例を通じて、i) ラテン、ギリシア、イスラムという異文

化の特徴を抽出し、ii）シチリア島という地中海における境域という政治的・文化的・地理

的条件を勘案し、iii）その上で統治システムを理解するためには古代から通時的にその発展

過程を位置づける必要があることが理解された。 

 上記予想に基づき、申請者は、科研費補助金などを得ながらイタリア、フランス、ブリテ

ン、ドイツ、スペイン、教皇庁、ビザンツという中世の諸政治体についても同様の検討を進

め、西洋中世世界全体の統治システムを、とりわけ中央と地方との関係に注目しながら比較

史的に跡付ける作業を行った。その結果、i）現実の中世社会においては、実力のある諸侯

は国王より力を持ち、行政区分上は王国内であっても独立した国家として機能しており、他

方で ii）国王が力を増す時には、国王より統治権力を分譲された役人が統治する地方行政

システムのあり方を理解することが重要であることが判明した。 

以上を踏まえ、西洋型統治システムの基盤となった西洋中世の統治行政システムの特徴

を明らかにするためには、異文化接触が直接的に観察されうる各統治システム上の境界地

域の事例に注目し、そのようなシステムがなぜ、そしてどのように生成し、機能し、変化し

たのか、そして西洋型統治システムがもつ固有の価値は何であるのかを具体的事例の検討

を持って抽出することの重要性を認識するに至った。この点をさらに敷衍するならば、以上

の問いで明らかにされる諸点は、東アジア、中央アジア、イスラム世界、アフリカ世界とい

った別個の統治システムの歴史的発展との比較が可能となる。それは西洋中世の統治行政

システムそれ自体の特徴をより明確にするとともに、異文化集団を統治することの普遍的

原理の解明にも資する。 

 

２．研究の目的 

以上の問いに具体的な解答を与えるために以下を研究目的とした。 

①境界地域に対する統治システムに関する比較史の方法論の確立 

 本申請研究では、西洋中世の政治体が構築してきた、その境界地域に対する統治システム

を比較し、その特徴を抽出することを直接の目的としている。そのためには、それら政治体

がもつ境界地域に対する統治システムを同一条件のもとに比較しなければならない。しか

しながら、従来の研究においては、境界地域に対する統治システムを分析するために、具体

的にどのような基準・指標を定めて比較すべきか十分に論じられていない。本申請研究では

宗教・言語・思想・法あるいは慣習など文化の様々な面を異にする人間集団の接触とそれが

統治のあり方にもたらした影響に注目しつつ、個別研究を行うメンバー全員が共有するこ

とのできる手続きと評価の諸基準を確立する。この基準は、研究分担者や補助者の報告など

をフィードバックしながら、最終報告年度にまとめられることが期待される。 

②異文化接触という観点での個別政治体の特徴の抽出 

 ①で定めた比較方法を西洋中世の政治体に適用し、異文化接触という観点から統治シス

テムの特徴を抽出する。その際、５〜15世紀の西洋中世世界全体を以下のように分類する。



（）内は、具体的に検討する境界地域である。 

i)  北ヨーロッパ圏：ブリテン諸島（スコットランド、アイルランド、ウェールズ）；北欧（デ

ンマーク南部、ノルウェー島嶼部、アイスランド） 

ii) 大陸圏：フランク王国（辺境伯領）；フランス（ノルマンディー）；ドイツ（ロートリン

ゲン）；低地地方；東欧（ハンガリー） 

iii) 地中海圏：イタリア（黒海植民市＋シチリア王国）；南フランス；イベリア半島（レコン

キスタ境界域） 

iv) ビザンツ圏：ビザンツ帝国辺境部；ロシア；ブルガリア；アルメニア 

③聖界集団による異文化集団に対する政策や情報の政治権力に対する影響の考察 

本研究では、全体として政治権力による境界地域の統治システムを考察する際に、教会権力

による影響を考慮する。とりわけラテン・カトリック世界における教皇庁とギリシア正教世

界におけるコンスタンティノープル主教座は、それぞれの宗教圏において、管区内全体に司

教区や修道会を通じて情報を収集することが可能であると同時に、政治権力が十分に及ば

ない境界地域やヨーロッパ世界の外部へ独自に施設を派遣することで状況を把握する試み

も行っていたと想定される。その結果として教会権力内での蓄積された異文化集団の情報

は、政治権力の統治システムにも影響を与えていた可能性も考えられる。このような観点か

ら、②で検討される諸地域の統治システムとの関係を検討する。 

④境域を通じた西洋中世世界全体の統治システムの特徴の再現 

 最終的に①から③の個別論点を加味することで、境域統治を通じた西洋中世全体の統治

システムの特徴を再現する。 

  

３．研究の方法 

本研究で明らかにすべきは（２）の目的で示しているが、より具体的にいうならば、 

i)  研究代表者による、異文化接触を通じた境域統治という観点で西洋中世の統治システム

を比較するための適切な基準の確定 

ii) 研究代表者を含めたメンバーによる、各政治体の研究に関する十分な研究史の整理と論

点の抽出（担当地域は下記の組織表内に示す） 

iii) 研究代表者を含めたメンバーによる、特定時代における各政治体に関する史料に基づく

実証的分析 

iv) 研究代表者による、異文化接触という観点での西欧中世世界全体の統治システムの再現

と特徴の抽出 

 上記の目的を達成するために以下の研究グループを構成する。研究グループは比較検討

作業を効率的に進めるため、以上のメンバーを以下のように編成する。研究代表者が全体を

統括し、サブグループごとに部門統括者を設置する。とりわけ統括者は、本申請研究におい

て必要な、個別研究担当者が共有すべき比較方法とその基準の選定を担う。 

     全体統括＋比較方法論：高山 

i)  北ヨーロッパ圏：小澤（統括）、加藤、田付秋子（Trinity College Dublin；アイルラン

ド）、内川勇太（Univ. of Cambridge；ウェールズ）、成川岳大（Univ. of Oslo；アイスラン

ド） 

ii) 大陸圏：加藤（統括）、菊地、大貫、鈴木広和（大阪大学；ハンガリー）、青山由美子（日

本女子大他；低地地方） 

iii) 地中海圏：亀長（統括）、加藤、阿部俊大、向井伸哉（Univ. of Toulouse；南フランス） 



iv) ビザンツ圏：草生（統括）、仲田公輔（Univ. of St Andrews；盛期ビザンツ＋アルメニ

ア）、紺谷由紀（Cardiff Univ.；初期ビザンツ） 

v)  聖界ネットワーク：藤崎（統括）、源河達史（東京大学・教会法）、草生、大貫、梶原洋

一（Univ. of Lyon）、纓田宗紀(Aachen Univ. of Technology) 

 

４．研究成果 

 以上の目的に沿って共同研究を進めた結果、途中コロナによる対面活動の制限を受けた

にもかかわらず、研究会の定期的開催、海外研究者の招聘、海外学会での報告などを通じて、

研究代表者ならびに研究分担者による多数の業績を刊行することができた。ここではとり

わけ、本科研の大きな成果の一つであり、研究代表者の高山と研究分担者の亀長が編者とな

った『中世ヨーロッパの政治的結合体：統治の諸相と比較』（東京大学出版会、2022）の内

容を紹介しておきたい。 

 本論集は、統治（governance）と政治的結合体（polity）というキーワードを設定し、中

世ヨーロッパを「北欧・イングランド世界の政治的結合体」「大陸ヨーロッパ世界の政治的

結合体」「教会世界の政治的結合体」「南ヨーロッパ世界の政治的結合体」「ビザンツ世界の

政治的結合体」という五つのパートに分け、各地域の特徴を比較することで、中世ヨーロッ

パの統治システム全体を明らかにする成果である。研究代表者による総論、分担者によるパ

ートごとの総括 5本、そして研究協力者も含めた個別論文 22本から構成されている。その

際、①現在の大国にフォーカスする従来の研究では等閑視されがちであった北欧、東欧、南

欧、アルメニア、黒海のような辺境への注目、②教皇庁や修道会のように国境や言語圏を越

えた広域ネットワークへの着目、③統治するものと統治されるものの相互作用から生成す

る独特の政治文化の抽出といった本科研の目的に沿った成果を得た。 
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